　資料編　高等学校・特別支援学校用

郷土学習教材「越中文学散歩」活用例
	　富山県ゆかりの文学を、豊かで美しい富山の自然とともに触れることから始め、さらに読み深めていける教材の活用をねらいとしています。

　教材は国語科、特別活動、総合的な学習の時間など、機会をとらえ児童生徒が“越中文学”に関心をもち親しめるような活用例を挙げました。


１　文学への関心を高めるために

(1) 　一室を利用し、当DVDが自由に視聴できるようにしておく。
(2) 　富山県ゆかりの作家や作品に関する資料を図書室や教室等に備える。
· 　作家の写真、文章抜粋、経歴、ゆかりの地、書籍　等

· 高教研国語部会発行の「とやま文学」も活用する。
(3) 　図書委員会や放送部などと連携し、校内における読書環境を整える。
· 　図書室の郷土の作家や作品のコーナー設置

· 　校内放送による文学朗読　等
２　理解し、伝え合うために
(4) 　視聴し、作品についてまとめる
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(5) 　関心をもった作家や作品を調べる
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(6) 　作家や作品など調べたことを発表する

· 　DVDの視聴から「富山の文学」「富山の自然」「富山の人」など、自由な視点でイメージを膨らませる。その上で具体的なキーワードを拾い上げ、関心あるテーマを設定し調べる。
テーマについて調べたことを発表し合う。
· 　(1)や(2)による感想や調べたことを発表する。発表に対する考えについても意見を出し合うなど越中文学に対する自分の考えを伝えあう場を設定する。
· 　越中文学をはじめとした文学観を話し合い、文学への入門や発展学習へのきっかけとする。
　⇒ DVDの一場面や一作品を取り上げる
３　表現する力を養うために
(7) 　考えをまとめ文章で表わす
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(8) 　自分なりの考えを述べる
· 　書いた感想に基づき、作家や作品等について考えを述べる。
· 　読んだ作品をもとに、人物や情景、心情あるいは作風など読み深められるよう話し合う。
· 　２の(3)に基づき、読み深めたり越中文学に関心をもたせたりするための話し合いの場を設置する。
４　文学をより楽しむために

(9) 　富山県ゆかりの作家や作品の読書会を開く。⇒読書会で得られた感想や情報等をまとめ冊子や資料を作り、紹介コーナーを設置する。
(10) 　部活動（放送部等）や生徒会活動（図書委員会等）を利用して、作家紹介や作品紹介を行う。
(11) 　郷土（文学）カルタを作る。

(12) 　作家や作品ゆかりの地を訪れ、文学の楽しさを味わう。

(13) 　「富山の文学」「富山の自然」「富山の人」等について調べたことをプレゼンテーションし、富山の文学を楽しむ。

(14) 　「読み聞かせの会」「読書の集い」を設定し、読み聞かせや群読を行う。

(15) 　図書室前等において「ふるさと文学」について展示コーナーを設ける。
印象や作品一覧表の完成


演習欄１，２への記入





⇒グループ学習や教師からの指示等





「越中文学散歩」を視聴する





ワークシートに記入する





一覧表を確認する





演習３，４について調べる





関心ある作家や作品について調べる





他に紹介するための資料を作る





DVDを視聴する





感想を書く








関心をもった作品の全体を読む





感想を書く





調べるための手立てをあらかじめ準備しておく。


　[例]・生徒が持参すべき資料のアドバイス


　　　・当該授業時に使えるパソコン　等








⇒	　個人又はグループによる調べなど実態に応じて





⇒	　文章や絵図など相手に伝えられるような資料


資料　





⇒	　掲示用の資料等も





・印象的な場面


・心に残った作品


・興味ある作家　　等の観点から











